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組
織
強
化
担
当
と
し

て
長
年
市
職
労
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
一
ノ
瀬

氏
が
亡
く
な
り
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
◆
旧

門
司
支
部
の
支
部
長
も
歴
任
。
ま

た
、
10
数
年
に
わ
た
っ
て
門
司
区

松
ヶ
江
の
市
政
の
事
や
歴
史
な
ど
を

書
い
た
「
松
ヶ
江
民
報
」
の
作
成
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
半
年
前
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
綴
っ
た
１
５
０
号
発

行
記
念
縮
刷
版
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

◆
10
月
19
日
（
土
）
12
時
か
ら
門
司

区
の
海
峡
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ぶ
ぜ
ん
」

に
て
一
ノ
瀬
氏
を
偲
び
慰
労
す
る
会

を
行
い
ま
す
。（
青
子
）

機関紙コンクール機関紙コンクール機関紙コンクール

憲
法
・
住
民
自
治
が
活
き
る
地
域
・
職
場
を
つ
く
ろ
う

憲
法
・
住
民
自
治
が
活
き
る
地
域
・
職
場
を
つ
く
ろ
う

北
九
市
職
労
第
150
回
定
期
大
会

　

秋
季
年
末
闘
争
方
針
（
案
）
で
は
、

市
の
人
勧
に
ふ
れ
、
民
間
と
の
較
差

５
５
７
円
（
０
・
１
４
％
）
の
引
き

上
げ
（
若
年
層
に
重
点
を
置
い
た
改

定
）、
一
時
金
０
・
０
５
月
引
き
上
げ

（
勤
勉
手
当
に
配
分
）、
住
宅
手
当
は

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
定
な
ど
勧

告
の
内
容
を
報
告
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

一
斉
取
得
に
つ
い
て
、
取
得
す
る
の

は
個
人
の
自
由
で
あ
り
、
強
制
的
に

取
得
さ
せ
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
取
得
を
強
制
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
運
動
し
ま
す
。

 
 

切
実
な
思
い
を
署
名
に

　

行
革
が
進
み
多
く
の
職
場
で
人
員

不
足
に
み
ま
わ
れ
、
賃
金
で
は
ベ
テ

ラ
ン
層
の
改
善
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

市
職
労
は
、9
月
23
日
（
月
祝
）
八
幡
東
区
の
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
で
、

第
１
５
０
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
重
野
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
。
執
行
部
か
ら
「
19
年
度

経
過
報
告
」「
20
年
度
運
動
方
針
（
案
）」「
19
年
確
定
要
求
（
案
）」
等
が

提
案
さ
れ
、
討
論
で
は
12
名
が
発
言
し
、
た
た
か
い
の
報
告
と
方
針
の
補

強
が
さ
れ
ま
し
た
。（
発
言
内
容
は
2
面
に
記
載
）
提
案
さ
れ
た
議
案
は

す
べ
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
・
編
集
部

　

運
動
方
針
（
案
）
で
は
、「
市
民

の
暮
ら
し
を
守
り
、
住
民
自
治
が
生

き
る
自
治
体
に
す
る
た
め
に
自
治
研

活
動
の
推
進
」「
安
心
し
て
働
け
る

賃
金
・
労
働
条
件
に
」「
安
全
衛
生

活
動
の
強
化
」「
組
織
拡
大
に
向
け

た
学
習
活
動
の
取
組
、
青
年
活
動
の

強
化
」「
改
憲
を
ゆ
る
さ
な
い
」
な

ど
の
運
動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
賃
金
確
定
要
求
書
が
決
定

さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
職
場
で
署
名
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
要

求
実
現
に
向
け
是
非
署
名
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

挨
拶
す
る
重
野
執
行
委
員
長
（
右
上
）

開
会
挨
拶
を
す
る
津
村
副
執
行
委
員

長
（
奥
中
央
）

金 賞　水道評議会
　　　　「水友」
銀 賞　小倉北区協
　　　　「てんぼう」
銅 賞 
　いのちと健康センター
　　　「いのちと健康センターニュース」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

優秀賞　保育所部会
　　　　「くれよん」
優秀賞　水道評議会
　　　　「水友」
特別賞　門司区協
　　　　「復刻版ひろば」

北九市職労機関紙コンクール

第21回自治労連機関紙コンクール

 金賞「水友」

 優秀賞「くれよん」



　

評
議
会
、
部
会
か
ら
た
く
さ
ん
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
関
係
で
抜

粋
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

大
会
参
加
者

大
会
参
加
者
のの
発
言
発
言

女性部
榎田代議員

　結成 55 周年の女性部
の大会は10月18日。「出
来ることを出来るだけ」
をモットーにコツコツ
やっている。６９行動
はこれからも、市職労
全体の取り組みとして
ご協力を。女性部アン
ケートに取り組みます。

青年部
池田代議員

　この数年、新採研修
の組合説明会で、毎年
加入していただいてい
る。今後も青年組合員
を増やし、活動を活性
化するため、青年部準
備会を発足し青年部の
再始動に向けた活動を
していく。

　特別支援学校７校を
除くすべてが民間委託
になった。巡回訪問で
は、直営校と委託校の
衛生管理や技術の差が
明確になった。直営に
戻す取り組み、市全体
の学校給食の水準向上
に奮闘します。

調理員部会
吉川代議員

　保育料の無償化には、
公立は国の無償化補助
金がなく自治体の負担
が増えるなど問題点が多
い。非正規保育士の待
遇改善署名を保育課に
提出。来年 2月北九州
市で保育労働者の全国
集会が開催されます。 

保育所部会
船越代議員

　組織強化は待っ
たなしの課題。今
年の全国青年自
治研の成功は大
きな力となった。
来年 6月沖縄で
の「青年未来づく
りプロジェクト」、
学習会の開催など、青年を中心に
組織し、来年北九州市で開催の
自治労連大会を成功させましょう。

一般評議会
上田代議員

　市人勧は生活
改善には繋がらな
い。消費税増税、
物価上昇により
家計の負担は増
える。早朝オル
グ、区長要請、
署名集約、小倉
北区協総会を行い秋季年末闘争
をたたかう。自治体戦略 2040 構
想もしっかり学習していく。

一般評議会
池田代議員

　水道検針が民
間委託され、来
年で検針労組結
成 10 年。 全 国
で北九州市の処
遇が一番良い。
それは常に会社
と交渉してきた
から。年金制度改善を強く要望。
再任用の賃金改善にもつながる。

水道評議会
近藤さん

　組合のニュー
スに時々、「元号」
が使われている
が、国民主権の
憲法守る自治体
組合として問題
はないのか。マ
イナンバーカー

ドの交渉結果はどうなっていま
すか？確定署名の取組みに本部
がオルグを実施して欲しい。

水道評議会
山田さん

　子どもたちの
安全安心な学校
環境の整備、業
務内容を明確に
させ校務員の必
要性を訴えてい
く。災害時の避
難所となる学校

で、職員の誰もが対応できる体
制を教委に要求していく。

校務員部会
高橋代議員

　自然災害が多
発している。ご
み収集業務委託
の際に非常時対
応の為に残させ
た車両が、災害
ごみ処理に大い
に役に立ち市民

に感謝された。市民の安全安心
を守るため、職員の生活を守る
ため闘う。

環境部会
永冨代議員

　水道法の改正でコ
ンセッション方式に
よる民営化をさせな
い取り組みをしてい
く。災害時に対応で
きる職員体制、被災
地で安全に活動する
ための要求、36協定、
安全衛生について運動していく。

水道評議会
永野さん

　青年部再建の機運
が盛りあがっており、
嬉しく思う。若い人に
は、レク活動や飲み会
などを最優先しなが
らも、過去の機関紙誌
に目を通すなど、学習
にも力を入れ、その力
を市職労の内外に生かして欲しい。

一般評議会
山下代議員

 執行部を退任される
久家さん、永野さん
お疲れさまでした

議長の早田代議員
福山代議員



　

９条の会９条の会

お
知
ら
せ

―
10
月
―

●
18
日
（
金
）
18
時
15
分
～

　
【
女
性
部
定
期
大
会
】

　
　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
19
日
（
土
）
10
時
～

　
【
調
理
員
部
会
総
会
】

　
　
　
　
　
　
　

市
職
労
本
部

●
23
日
（
水
）
18
時
15
分
～

　
【
保
育
所
部
会
総
会
】

　
　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
25
日
（
金
）
～
26
日
（
土
）

　
【
自
治
労
連
共
済
第
29
回
実
務

　

研
修
会
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ゾ
ー

　
ツ
福
岡
八
幡

―
11
月
―

●
２
日
（
土
）
10
時
～
12
時
半

　
【
第
46
回
北
九
州
消
費
者
大
会
】

　

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル

　

　

閉
園
を
発
表
し
た
当
時
の
市
民

の
反
応
は
？

　

本
社
の
定
例
会
見
で
、
僕
は
、

発
表
の
１
〜
２
時
間
後
に
記
者
た

ち
が
来
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

発
表
と
同
時
に
記
者
が
園
長
室
に

来
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
高

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
署
名

運
動
が
始
ま
っ
て
、
幼
稚
園
や
自

治
会
な
ど
組
織
で
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
１
ヶ
月
で

26
万
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
反
応
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

北
九
州
市
の
人
は
、「
到
津
遊

園
」
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
自
分

た
ち
の
思
い
出
の
場
が
な
く
な
る

と
い
う
感
覚
、
そ
れ
が
非
常
に
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
街
の
性

格
と
し
て
、
親
身
に
な
っ
て
物
事

を
考
え
る
。
お
金
は
出
せ
な
い
け

ど
力
は
貸
せ
る
、
そ
れ
が
署
名
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

僕
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
関
わ

り
ま
し
た
。「
到
津
」
は
絶
対
、

し
か
も
漢
字
で
。
他
市
の
人
は
読

め
な
い
が
、
市
民
が
読
め
れ
ば
い

い
。
市
民
の
動
物
園
だ
か
ら
。

　

し
か
し
、
昔
の
よ
う
な
動
物
園

で
は
ダ
メ
。
新
し
い
動
物
園
を
目

指
し
て
、
市
民
と
一
緒
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
物

を
見
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
隠
れ

る
場
所
も
必
要
。
見
え
に
く
く
て

も
木
を
植
え
る
。
木
陰
が
出
来
、

風
が
通
り
、
寒
い
時
に
は
寄
り
か

か
れ
ば
暖
か
い
。
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
す
る
。
非
常
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
。

完
璧
な
自
然
は
再
現
で
き
な
く
て

も
そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

　

昔
は
小
さ
な
檻
の
中
に
い
ろ
ん

な
動
物
が
い
ま
し
た

　

実
は
、
お
客
さ
ん
は
そ
れ
を
望

ん
で
い
る
。
パ
ン
ダ
、
コ
ア
ラ
、

ゴ
リ
ラ
は
い
な
い
の
か
と
。
最
近

ア
メ
リ
カ
に
あ
る
広
さ
30 

ha
の
動

物
園
は
、
象
の
飼
育
を
あ
き
ら
め

ま
し
た
。
そ
れ
相
応
の
広
さ
が
必

要
だ
か
ら
。
海
外
で
は
持
て
る
動

物
を
決
め
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
い

る
。
動
物
を
ど
の
よ
う
に
展
示
す

る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
球
の
危

機
を
ど
う
伝
え
て
行
く
か
。
最
近

特
に
言
わ
れ
て
い
る
の
が
エ
シ
カ

ル
＝
倫
理

的
。
動
物

目
線
で
の

展
示
の
あ

り
方
を
考

え
て
い
き

ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
誰
も
が
行
っ
た
北
九
州
市
民
の
憩
い
の
場
。

学
校
の
遠
足
で
、
青
春
時
代
に
恋
人
と
、
結
婚
し
て
か
ら
新
し
い

家
族
と
、
子
ど
も
が
成
長
し
孫
と
…
。
２
０
０
０
年
に
閉
園
の
発

表
を
し
た
「
到
津
遊
園
」
は
、
市
民
の
運
動
で
「
到
津
の
森
公
園
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
西
鉄
時
代
か
ら
の
岩
野
俊
郎
園

長
に
当
時
の
こ
と
、
現
在
の
動
物
展
示
に
関
す
る
世
界
の
流
れ
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

未来の動物園像を熱く語る
岩野園長

自
治
労
連
共
済
の
「
個
人
還

元
」
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様

の
お
手
元
に
は
10
月
18
日
か

ら
順
次
届
け
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
職
労
ま
で
。

総決起集会総決起集会

10月30日（水）
18：15～

本庁北玄関前広場

市
民
と
と
も
に

市
民
と
と
も
に

　
　
　

 

到
津
の
森
公
園
Vol.1

　

10
月
の
６
・
９
行
動
は
９
日

（
水
）
の
夕
方
、
戸
畑
駅
前
で
行

い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
戸
畑
駅

前
で
の
開
催
で
し
た
が
、
準
備
し

て
い
る
と「
今
日
は
何
？
」と
寄
っ

て
こ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
署
名
を
開
始
す
る
と
、

急
ぎ
足
で
帰
り
を
急
ぐ
人
々
は
な

か
な
か
足
を
止
め
て
く
だ
さ
い
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
何
人
か
署
名

し
て
下
さ
い
ま
し
た
◆
６
・
９
行

動
を
市
職
労
女
性
部
（
当
時
は
婦

人
部
）
が
始
め
て
、
今
年
で
37
年

に
な
り
ま
す
。
通
算
約
４
４
４
回
。

来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向

け
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
広
ま

る
よ
う
、
私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
、

こ
の
行
動
を
続
け
ま
す
。

　

来
月
は
11
月
６
日
（
水
）
の
夕

方
小
倉
の
鴎
外
橋
に
て
、
12
月
は

各
地
区
の
母
親
連
絡
会
と
共
同
で

８
日
前
後
に
行
い
ま
す
。

みんな集まり、
声あげ、変えよう‼

新連載



　

ラ
グ
ビ
ー
に
プ
ロ
野
球
ｅ
ｔ
ｃ.

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
も
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
が
、
文
化
芸
術
の
秋
も

お
忘
れ
な
く
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

今
一
番
の
話
題
作
は
、「
ジ
ョ
ー

カ
ー
」
で
し
ょ
う
。
主
役
の
ホ
ア

キ
ン
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
ス
ゴ
イ
！

悲
し
み
、
怒
り
、
狂
気
を
体
現
し

た
彼
の
演
技
は
観
る
価
値
大
。
評

価
は
「
バ
ッ
ト
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ

と
の
関
連
性
等
で
賛
否
両
論
。
日

本
映
画
で
は
恩
田
陸
の
人
気
小
説

の
映
画
化
「
蜜
蜂
と
遠
雷
」
が
ク

ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
と
し
て
は
楽
し

め
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
の
演
奏

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
が
、
下

段
の
生
演
奏
を
聴
け
ば
、
さ
ら
に

実
感
で
き
ま
す
♪

　

イ
チ
オ
シ
は
是
枝
裕
和
監
督
の

「
真
実
」。
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ヌ
ー
ブ

を
ど
う
演
出
し
た
の
か
興
味
津
々
！

英
コ
メ
デ
ィ
「
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
」

も
◎
。
小
倉
昭
和
館
で
26
日
公
開

の
「
ビ
リ
ー
ブ
未
来
へ
の
大
逆
転
」

「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
最
強
の
85
歳
」
の
２
本

立
て
は
ア
メ
リ
カ
の
最
高
裁
判
所

判
事
ル
ー
ス
・
Ｂ
・
ギ
ン
ズ
バ
ー

グ
を
主
人
公
に
し
た
劇
映
画
と
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
面
白
い

組
合
わ
せ
。

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

来
年
３
月
13
日
（
金
）
19
時
か
ら

戸
畑
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
「
牛

田
智
大
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
上
段
の
「
蜜
蜂
と
遠
雷
」

は
、
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を

題
材
に
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
そ
の
第

２
位
に
輝
い
た
牛
田
さ
ん
の
北
九
州
初

の
ソ
ロ
で
す
。
曲
目
は
バ
ッ
ハ
と
シ
ョ

パ
ン
！
11
月
２
日
一
般
発
売
開
始
。
会

員
先
行
は
一
週
間
前
。
こ
の
機
会
に

北
九
州
労
音
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
？

５
７
１
・０
２
２
７
へ
お
電
話
を
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
16
年
の
製
作
の
イ
ン
ド
映

画
「
ガ
ン
ジ
ス
に

還
る
」。
死
期
を

悟
っ
た
父
と
そ
の

息
子
が
聖
地
バ
ラ

ナ
シ
へ
。
監
督
は

当
時
24
歳
。
色
彩

豊
か
に
、
悠
久
の
時
の
流
れ
を
映
像

に
留
め
ま
す
。
イ
ン
ド
を
知
る
旅
へ

ご
一
緒
に
！
当
日
券
あ
り
ま
す
。

20
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

21
日
（
月
）
19
時　

小
倉
昭
和
館
１

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

別
府

湯
め
ぐ
り

湯
め
ぐ
り

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道道

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道

名
人
へ
の
道

　

別
府
駅
東
口
か
ら
駅
前
通
り
を

約
３
分
、
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
の

洋
館
の
よ
う
な
共
同
浴
場
が
目
に
。

入
り
口
横
の
券
売
機
に
２
０
０
円

を
入
れ
。
入
場
券
を
番
台
の
女
性

に
渡
し
、「
あ
つ
湯
」
と
「
ぬ
る
湯
」

が
あ
り
ま
す
よ
と
の
説
明
に
、
炎

天
下
を
歩
い
て
い
た
の
で
「
ぬ
る

湯
」
で
と
思
わ
ず
答
え
て
二
階
の

脱
衣
所
に
。

　

脱
衣
所
か
ら
浴
室
は
、
２
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い

て
、
２
つ
の
浴
槽
が
。
降
り
て
す

ぐ
が
「
熱
い
浴
槽
」、
左
奥
に
「
ぬ

る
い
浴
槽
」
が
。

　

泉
質
は
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
単

純
温
泉
と
あ
り
、
肌
へ
の
刺
激
が

少
な
く
肌
が
き
れ
い
に
な
る
成
分

も
あ
る
の
か
、
湯
上
り
に
は
肌
が

ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
。

　

大
正
13
年
創
業
で
、現
在
は
「
あ

つ
湯
」「
ぬ
る
湯
」
と
い
う
名
称

だ
け
ど
、
か
つ
て
は
「
高
等
湯
」

「
並
湯
」
で
、高
等
湯
は
「
ぬ
る
湯
」

と
の
こ
と
。

　

二
階
に
は
、
食
事
の
付
か
な
い

素
泊
ま
り
の
宿
が
、
個
室
一
人
２

６
０
０
円
、
広
間
一
人
１
６
０
０

円
と
格
安
。
管
理
は
、
地
域
の
人

た
ち
が
し
て
い
る
、
素
敵
な
温
泉

で
し
た
。

ノスタルジーな外観です

住　

所　

別
府
市
駅
前
町
13
ー
14

料　

金　

２
０
０
円

時　

間　

６
時
〜
24
時

駐
車
場　

な
し

駅
前
高
等
温
泉
の
ご
紹
介 ③

駅前高等
温泉

そろりそろり、急な階段

　

8
月
27
日
か
ら
九
州
北
部
を
中

心
に
大
雨
と
な
り
、
有
明
海
沿
岸

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は

排
水
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
、「
内

水
氾
濫
」
の
た
め
、
多
数
の
町
で

被
害
が
出
ま
し
た
◆
9
月
17
日
職

場
の
仲
間
２
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
き
、
家
の
外
壁
の
洗
浄
を
1

日
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

災
害
は
、
水
没
だ
っ
た
の
で
水
が

引
い
て
日
数
が
経
っ
て
い
た
為
見

た
目
に
は
、
壊
滅
的
な
被
害
が
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、
家
の

中
で
は
床
を
す
べ
て
は
が
し
床
下

を
乾
か
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

全
て
の
畳
や
家
具
が
水
没
し
、
処

分
し
た
と
の
事
で
し
た
◆
災
害
ご

み
も
山
積
み
で
、
見
た
目
以
上
に

復
興
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
今
年
よ
り
高
速
道
路
の
減
免

申
請
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
復
興
支
援
に
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｔ
）

武
雄
市
災
害

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

報 告


